
　
本日、第15期（平成18（2006）年6月期）の決算並びに第16期（平成19(2007）年6月期）の業績予測を発表

いたしましたので一言ご挨拶申し上げます。
　お蔭様で第15期は、“新たな飛躍元年”となりました。当社グループでは更なる成長を目指して、第16期か
ら始まる3年間(2007年から2009年まで)を実行期間とする中期事業計画に取り組むことにいたしました。
　この3年間で、人材とITのソリューショングループを創設することを目指しています。特に人材ソリュー

ションビジネスに注力し、人材派遣、人材紹介、業務請負、教育等の総合サービスができるグループを構築
いたしたいと考えています。
　第16期は、中期事業計画元年として、アクモスグループの今後の方向性が決まる年になります。　

　グループを挙げてより一層真摯に取り組んでまいりますので、今後とも従前と変わらぬご支援を賜ります
ようお願い申し上げます。　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2006年8月11日　代表取締役社長　飯島秀幸

中期事業計画（2007年～2009年）数値目標

アクモス株式会社　　

‘07/06 ‘08/06 ‘09/06

連結売上高 ４，５００ ８，０００

５００

１０，０００

連結経常利益 １８０ １，０００

単位：百万円

中期事業計画(2007年～2009年）達成のための重点目標

平成19（2007）年6月期 平成20（2008）年6月期 平成21（2009）年6月期

投資計画

Ｍ＆Ａ　1-2社売上高10億円超

既存子会社への投融資　

投資計画

Ｍ＆Ａ　1-2社売上高10億円超

既存子会社への投融資　　

ファイナンス計画

　ＣＢｏｒ予約権による資金調達

　（Ｍ＆Ａ買収資金目的）

新規の子会社群で
中期数値目標のうち
売上高50億円、
経常利益5億円を達成する

収益性の向上・グループの社会的認知度の向上

経営人材の発掘と支援

新規事業開拓 アクモスビジネスモデル再構築

グループガバナンスルールの確立

グループ支援体制、グループ間協力

平成19（2007）年6月期

連 結 業 績 予 想

売上高 経常利益 当期純利益

中間期 １，９００ ５

１８０

平成18年6月期実績 ３，４３８ １６０ ９１

３０

通　期 ４，５００ １００

単位：百万円

http://www.acmos.co.jp

証券コード：６８８８

〒101-0051　東京都千代田区神田神保町三丁目23番地神保町錦明ビル

事業別売上内訳 ‘07/06 ‘08/06 ‘09/06

人材ソリューション ２，０００ ５，０００

３，０００

６，０００

ＩＴソリューション ２，５００ ４，０００

単位：百万円
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＊～ご挨拶～＊



アクモス株式会社　　

連結業績ハイライト

平成16年6月期 平成17年6月期 平成18年6月期

金額 前期比 金額 前期比 金額 前期比

10.8 ２，０６４ 42.7 66.5

50.7 98.0

149.2440.1

―

―

８０

当 期 純 利 益 ６ ３６ ９１

売 上 高 １，４４６ ３，４３８

経 常 利 益 ５３ １６０

単位：金額　百万円，前期比％
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＊連結売上高の状況＊

　当期の業績は、連結売上高が3,438百万円(前期比66.5％増) と
なり、過去最高の水準となりました。前期から引続き事業領域を広
げている人材紹介業のアクシスコンサルティング株式会社の成長に
加えて、情報技術事業の茨城ソフトウェア開発株式会社が新規に
連結対象子会社となったこと及び株式会社エクスカルの寄与により
この好結果をもたらしました。
　グループの収益力は、まだまだ継続して対処していかなければな
りませんが、第13期(2004年（平成16年）6月期)から当期まで、連続
3年間増収増益を達成することができたことは、着実な成果であると
考えております。

平成１8年6月期連結業績の概況

＊連結損益の状況＊

　連結営業利益は177百万円（前期比322.2％の増加）と
なりました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　また、営業外の区分では、モバイルインターネットコンテ
ンツ開発事業の退職金制度の変更等にともなう解約金返
戻金5百万円を営業外収入として計上しております。営業
外費用のうち主なものは、支払利息15百万円、当社の新
株発行費１4百万円、子会社の社債発行費3百万円であ
ります。この結果、経常利益は160百万円（前年比98.0％
の増加）となり、経常利益においても当初の計画を下回っ
たものの連結開始以来最高の利益額となりました。　

　特別損益の区分では、株式会社インタービジョンコンソ
ーシアムの売却により子会社株式売却益95百万を特別
利益として計上したほか、特別損失として、のれん（連結
調整勘定）の償却に関する会計方針を変更したことにとも
なうのれん（連結調整勘定）償却の7百万円、固定資産除
却損4百万円、投資有価証券の評価損3百万円、たな卸
資産評価損2百万円等を計上しております。　　　　　

　以上の結果、法人税、住民税及び事業税137百万円、
法人税等調整額△8百万円、少数株主利益15百万円を
除く当期純利益は、91百万円（前年比149.2％の増加）と
なっております。　　　　　　　　　　　　　　　　　　

お問い合わせ先　　アクモス株式会社事業統括室　

ＴＥＬ：03-3239-2377　ＦＡＸ：03-5275-2890

証券コード：６８８８

〒101-0051　東京都千代田区神田神保町三丁目23番地神保町錦明ビル

http://www.acmos.co.jp

2006/08/11　　2/2

※詳細については、　平成18年6月期決算短信（連結）をご参照下さいますようお願い申し上げます。


